



A Study on Revenue Recognition 
 




2018 年 3 月 30 日、企業会計基準委員会（以下：略称の ASBJ とする）より、
企業会計基準第 29 号「収益認識に関する会計基準」および企業会計基準適用
指針第 30 号「収益認識に関する会計基準の適用指針」（以下：併せて収益認識




国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board：IASB）
と米国財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board：FASB）
は、2002 年 5 月から進めてきた共同プロジェクトにより、文言レベルでほぼ
一致する基準である「顧客との契約から生じる収益」（IASB では、国際財務報
告基準（International Financial Reporting Standards：IFRS）15 号 （以下：
IFRS15）であり、FASB では、Topic606）を 2014 年 5 月に公表している。前













































































































































































用指針 95 項および 96 項）。 
 
3．割賦販売についての検討 























































































































の特徴を持った基準であるといえるだろう。IASB と FASB による収益認識プ
ロジェクトにおける基準作成には、10 年以上の歳月がかかったことからも推測
できるように、紆余曲折あったことが示されている。しかしながら、最終的に
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